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       平成29年8月1日   日本の息吹（兵庫版）  第189号                           
   

《 ７月下旬以降の日本会議兵庫および関連団体の主な催物 》 

○7月23日（日）14時半 阪神北支部総会 ﾛﾊﾞｰﾄ･D･ｴﾙﾄﾞﾘｯｼﾞ氏 宝塚南口会館 先着100名 1,000円  

○7月29日（土）19時 淡路島支部総会・講演会「淡路が生んだ樋口季一郎中将」本名孝至氏 厳島神社社務所  1,000円  

○8月 5日（土）16:20～18時 日本会議西部新入会員研修・歓迎会 姫路護國神社 懇親会費2,000円 

○8月11日（祝･金）７時～清掃奉仕 9～10時半英霊感謝の集ひ 三木会長 神戸護國神社  1,000円 

○8月26日（土）13時半  中･西播磨支部総会･記念講演会 齋藤勉氏/産経新聞本社副社長 姫路護國神社1,000円 

〇9月10日（日）東播磨支部総会（加古川市民会館）                   

〇9月15日（金）美しい日本の憲法をつくる兵庫県民の会総会・記念講演会 井上和彦氏/軍事ｼﾞｬｰﾅﾘｽﾄ 1,000円 

〇11月下旬 三島忌 三島・森田両烈士慰霊祭（予定） 

【
日
本
会
議
兵
庫
摂
丹
支
部
通
常
総
会
】 

 

六
月
二
十
八
日
、
支
部
通
常
総
会
を

開
催
、
日
本
会
議
兵
庫
県
本
部
の
事
務

局
次
長
の
市
橋
宏
亮
氏
に
記
念
講
演
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
解
り
や
す
く
整
理
さ
れ
た
資
料
は
、

国
民
投
票
勝
利
に
向
け
た
現
実
的
な
運

動
方
法
論
と
、
押
さ
え
て
お
く
べ
き
精

神
論
を
融
合
し
た
素
晴
ら
し
い
内
容
で

し
た
。
ま
た
講
演
の
最
後
に
は
明
治
天

皇
の
御
製
を
五
首
拝
誦
さ
れ
、
感
動
の

涙
目
の
会
場
は
時
間
切
れ
と
な
り
懇
親

会
へ
移
動
す
る
事
と
な
り
、
質
疑
等
、

夜
遅
く
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 

 
 
 
 

（
事
務
局 

見
野
） 

【
西
宮
・
芦
屋
支
部
定
時
総
会
】 

 

西
宮
・
芦
屋
支
部
の
今
年
の
定
時

総
会
は
、
六
月
二
十
五
日
（
日
）
に

廣
田
神
社
参
集
殿
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
事
業
な
ら
び
に
決
算
・
予
算
の

承
認
と
と
も
に
新
役
員
の
承
認
が
な

さ
れ
ま
し
た
が
、
数
名
の
辞
任
希
望

が
あ
っ
た
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
役

員
に
留
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
退
任

さ
れ
ま
し
た
役
員
に
対
し
、
こ
の
紙

面
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
永
き
に
亘
り
本
当
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
留
任
ま

た
、
新
任
さ
れ
ま
し
た
役
員
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
総
会
の
部
の
あ
と
、
『
半

島
有
事
に
お
け
る
自
衛
隊
の
任
務
と

憲
法
改
正
』
と
い
う
テ
ー
マ
に
よ

り
、
日
本
協
議
会
理
事
長
の
多
久
善

郎
氏
に
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
日
本
会
議
設
立
二
十
周
年
の
記

念
す
べ
き
年
に
本
当
に
タ
イ
ム
リ
ー

な
講
演
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
「
日

本
会
議
二
十
年
の
歩
み
」
と
い
う
グ

ラ
フ
・
年
表
も
資
料
の
中
に
あ
り
、

過
去
の
活
動
の
歴
史
を
振
り
返
る
と 

と
も
に
、
今
後
い
か
に
北
朝
鮮
拉
致

被
害
者
を
救
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
を
考
え
、
来
た
る
べ
き
国
難
に

対
し
、
時
の
首
相
に
勇
気
あ
る
決
断

を
さ
せ
る
た
め
に
も
、
今
国
民
が
結

集
し
て
現
憲
法
を
改
正
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
運
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
懇
親
会
は
、
衆

議
院
議
員
山
田
賢
司
氏
を
囲
み
政
局

を
熱
く
語
り
合
う
懇
親
会
と
な
り
ま

し
た
。 

 
 

（
事
務
局 

前
中
） 

●
皆
様
か
ら
の
情
報
や
ご
意
見
を

お
寄
せ
下
さ
い
。
（
事
務
局
） 



 

   平成29年8月1日    日本の息吹（兵庫版）    第189号 

【
日
本
会
議
兵
庫
東
部 

新
会
員
歓
迎
懇
親
会
】 

 

六
月
一
日
、
湊
川
神
社
そ
ば
の
ア
ス
テ
ッ
プ

神
戸
に
て
兵
庫
東
部
五
支
部
（
神
戸
・
阪
神

北
・
西
宮
芦
屋
・
淡
路
島
・
摂
丹
）
の
合
同
で

初
と
な
る
新
会
員
歓
迎
懇
親
会
を
開
催
。
平
日

夕
方
に
も
関
わ
ら
ず
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
、
新
会

員
で
計
二
十
名
が
参
加
。
本
名
運
営
委
員
長
の

ご
挨
拶
、
各
支
部
事
務
局
長
に
よ
る
支
部
活
動

紹
介
、
新
会
員
に
よ
る
自
己
紹
介
が
な
さ
れ
、

世
話
人
保
田
様
に
よ
る
乾
杯
の
も
と
、
懇
親
会

が
楽
し
く
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。 

全体写真 

 

本
部
・
支
部
活
動
の
様
子
は
写
真
や
資
料
を

使
っ
て
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
ご
紹
介
。
各
支
部

の
地
域
色
あ
る
個
性
豊
か
な
発
表
が
な
さ
れ

た
。
自
己
紹
介
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
持
ち
時

間
の
中
、
入
会
動
機
や
、
生
き
て
き
た
背
景
を

の
び
の
び
と
語
ら
れ
た
。
ご
自
身
の
娘
婿
が
自

衛
隊
員
で
あ
る
方
、
ご
子
息
が
自
衛
隊
員
で
現

在
も
任
務
に
就
か
れ
て
い
る
方
、
元
寇
時
に
日

本
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
た
方
の
末
裔
、
学
生

時
代
に
極
左
団
体
に
所
属
し
て
い
た
方
、
癌
を

患
っ
た
こ
と
で
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
深
く
考

え
た
結
果
愛
国
に
目
覚
め
た
方
な
ど
、
多
彩
な

新
会
員
の
個
性
に
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
も
こ
れ
か

ら
の
組
織
活
性
化
に
期
待
が
膨
ら
ん
だ
。 

 

懇
親
タ
イ
ム
で
は
、
最
初
の
緊
張
感
が
溶

け
、
テ
ー
ブ
ル
を
こ
え
て
話
が
弾
む
様
子
が
見

ら
れ
、
時
間
が
足
り
ず
、
名
残
惜
し
い
散
会
と

な
っ
た
。 

 
 
 
 
 

（
事
務
局 

Ｓ
） 

お
知
ら
せ 

【
日
本
会
議
西
部
新
入
会
員
研
修
・
歓
迎
会
】 

 

八
月
五
日
（
土
）
午
後
四
時
二
十
分
～
十
八
時 

 
 

 

姫
路
護
國
神
社 

懇
親
会
費
二
千
円 

本名運営委員長のご挨拶 

各支部事務局による活動紹介 


